労働審判手続申立書
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和●年●月●日

●●地方裁判所民事第●部　御中

〒●●●－●●●●　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　　　　　　　　　　　　　申　立　人　　　　　●　　●　　●　　●
〒●●●－●●●●　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●（送達場所）
ＴＥＬ　●●●（●●●）●●●●
ＦＡＸ　●●●（●●●）●●●●
　　　　　　　　　　　　　申　立　人　　　　　●　　●　　●　　●
〒●●●－●●●●　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●
相　　 手　 　方　　　株式会社●●●●
　　代表者代表取締役　　　●　　●　　●　　●
●●等請求労働審判事件
申立事項の価額　　金●●万●●円

貼用印紙額　　　　金●万●円
申立の趣旨
１　相手方は、申立人に対し、金●●万円及びこれに対する令和●年●月●日から支払い済み年３分の割合による金員を支払え
２　申立費用は相手方の負担とする
との審判を求める。
申立の理由
第１　当事者
１　相手方は、～を目的とする会社である（甲１）。
２　申立人は、令和●年●月●日、相手方において、期間の定めのない労働者として雇用された（甲２）。
第２　申立人の労働条件
　　申立人の労働条件は、下記のとおりである。
記

　　賃金額：月額●●万円
　　　　　　（内訳）基本給●万円、●手当●万円
　　締日・支払日：末日締めの・翌月●日払い
　　所定労働時間：●時●分～●時●分（休憩●分）
　　休日：日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律に定められた国民の祝日および休日、年末年始休日（１２月３０日から１月４日）、その他会社が必要と認める休日
以上
・
・
・
第５　結語
よって、申立人は、相手方に対して、●に基づき、●万円及びこれに対する令和●年●月●日から支払い済みまで年３分の割合による遅延損害金の支払いを求める。
予想される争点
　予想される争点は、～である。
　相手方は、～と主張する。
　しかし、～であり、相手方の主張に理由はない。

申立てに至る経緯の概要

　申立人が相手方に対して、～の支払いを求めたところ、相手方の回答は～とのものであった。そのため、訴訟外の交渉を継続することは困難であり、本件申立てをするに至った。

以上

証拠方法
別紙証拠説明書のとおり
添付資料
１　　申立書写し　　　　　　　　　　　４通
２　　甲号証（写し）　　　　　　　　各２通
３　　証拠説明書　　　　　　　　　　　２通
４　　資格証明書　　　　　　　　　　　１通

５　　労働審判手続代理委任状　　　　　１通
11

